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≪発表記者会：岩手県政記者クラブ、北上記者クラブ≫

１．日時
　　　平成３０年９月２日（日）　　防災訓練 ：７時００分～　（水害に関する勉強会 ： ９時４５分頃から予定）
　
２．実施場所
　　　黒沢尻東小学校　体育館　　　対象者：北上市黒沢尻東地区住民　他
　　　９：４５頃　～　１０：３０頃まで
　　　　　　「水害に関する勉強会」を実施
　　　　　　　模型を使ったダム放流の仕組みの説明もあります
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○異常洪水時防災操作について 
 ダム上流域に大雨が降り、ダムの計画規模を超える洪水が発生した場合、ダムに入ってくる水と同じ

量の水を下流に流す可能性があります。 
 ダムに貯められる量には限界がありますので、ダムからの情報に注意が必要です。 

異常洪水時防災操作（イメージ） 通常の洪水時防災操作 



ダムの空き容量 

▽洪水貯留準備水位 

▽最低水位 

▽平常時最高貯水位 

７月～９月までの雨が多い時期（洪水期）は、 

あらかじめダムの水位を下げ、洪水に備えます。 

▽洪水時最高貯水位 

１ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10月 11月 12月 

ダムの貯水容量を利用して水
道、かんがい用水、発電など
に用いています。 

ダムの貯水容量 
←年間の水位運用 

【洪水期】 

○放流通知・巡視・警報等のタイミング 

 ①放流を開始する前、又は、放流を増量する前 

  ⇒関係機関には「放流開始・増量」を通知 

  ⇒巡視や警報を実施し、下流河川の安全を確認  
 

 ②急激な水位変動を伴う放流操作の前 

  （ダムへの流入量に合わせて放流量を増加させる必要がある場合） 

  ⇒関係機関には「急激な河川水位の上昇」を通知 

  ⇒再び巡視や警報を実施し下流河川の安全確認 
 

 ③緊急のダム操作前 

  ⇒関係機関には「計画規模を超える洪水時操作情報」を通知 

  ⇒巡視や警報を実施し上記の「操作開始の事前通知」 

  ⇒緊急のダム操作を開始した後に「操作開始の通知」 

１時間前 

１時間前 

３時間前 

１時間前 
操作開始時 

ダム水位運用とダム操作の通知 参考資料➀ 

ダムは洪水の起きやすい季節になると、洪水を貯め込む準備として事前にダムの水位を下げます。 
実際に洪水が発生又は発生の恐れがある場合は、河川利用者や関係機関に対して、ＦＡＸでの通知や

放流警報設備、警報車を使用した注意喚起を行います。 

○放流通知・巡視・警報等の目的 

 ダム操作を開始する前に、下流河川の安全を 

 確認するとともに、河川利用者や関係機関へ 

 注意喚起を行います。 

電光表示板 放流警報所 



ダムによる洪水調節の仕組み 
ダムは洪水の一部をダムに貯め込み、ダム下流に流れる水量を減少させ、被害を防止しています。 
ただし、ダム計画を上回る洪水時は､ダムに入る水量をそのまま流す操作に移行する場合があります。 
ダムに貯められる量には限界があり、万能ではありませんので、ダムからの情報に注意して下さい。 

参考資料➁ 



北上川ダム統管のリアルタイム情報 

パソコン版 リアルタイム情報    
  http://www.thr.mlit.go.jp/kitakato/ 

四十四田・御所・田瀬・湯田・胆沢ダムの「貯水位」、
「流入量」、「放流量」、「ダムによる下流水位の低減
効果」等の情報が確認できます。 

 

●携帯電話 
http ： // keitai.thr.mlit.go. jp/kitakato/mobile/index.html 

  
●スマートフォン 

http ： // keitai.thr.mlit.go. jp/kitakato/sp/ 
 
      携帯電話      
 
 
 
 
 
     スマートフォン 
 
 

携帯電話・スマートフォン版 リアルタイム情報 

北上川ダム統合管理事務所で管理している５ダムの状況は、誰でもどこでも一目でわかるように、パソコ

ンや携帯電話、スマートフォン向けにリアルタイムで情報を発信しています。 
洪水時に河川（水辺）に近づくのは大変危険ですので、これらの情報をご利用下さい。 

参考資料③ 

ダム上下流の河川情報
も確認できます 
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